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28 CIAS Discussion Paper No. 31　洪水が映すタイ社会──災害対応から考える社会のかたち
　たとえば土盛り一つ見ても、伝統的には自分の土地
の土を自分の土地で盛るシステムだったものが大き
く変わり、住宅の床高は低くなり、他所からの土で自
分の土地を高くしないといけない。自分の土地で土を
手に入れることができないので、郊外かまったく違う
地域からもってくることになってきたわけです。その
ため当然のことながら、現代的な防災システムに移行
せざるをえなかったのです。
　現地調査の結果、もともと低湿地であるにもかかわ
らず、土盛りをせずに、高床式住宅ではなく床高が低
い家が造られているケースもかなりあることがわか
りました。そういったところでは、建物や敷地で減災
的に水から守ることができないので、大きな堤防など
を用意するようになったのです。
　新たな洪水対策として、私は洪水対策について現代
的なシステムと伝統的なシステムとのハイブリッド
化ができないかと考えています。想定内に関しては防
災システムで、想定外のことが起こったときのことを
考えて高床式住宅などの減災システムもバックアッ
プとして取り込むことが重要なのではないかと思い
ます。
伝統的な洪水対策を現代に活かすために
乗り越えるべき課題
　課題としては、まず土地の貯水力あるいは流水路の
維持管理の強化のために、水路の浚渫などを当然しな
ければいけません。また、現在バンコク郊外に残るロ
ンスアンも、確実に減少の一途をたどっています。こ
こに土が盛られて住宅地化するわけですが、ロンス
アンも一つの文化であり、そこは遊水地にもなるの
ですから、その機能は見直さなければなりません。ま
た、現在は遊水地になっているところが宅地化され
ることについても、今後は見直さなければいけない
と思います。
　２番目は、伝統的な土盛りと現代の土盛りとの差異
の認識と管理強化です。同じように「土盛り」と言って
いますが、自分の土地で土を得て自分の土地の一部を
盛るのと、他地域から土をもってきて盛るのとでは、
意味がまったく違います。他地域から土をもってくれ
ば、その土地がもっていた貯水力あるいは遊水力がな
くなることになります。
　こうした行為について日本の場合は、行政が「地形
改変」としてチェックしているわけです。しかしタイ
では、私が調査した限りでは、他地域から土を運んで
自分の土地だけ高くした場合でも、とくに制約はない
と思います。たとえば、行政の確認と管理をしっかり
して、土盛りするときは課税するなどして、課税した
お金を洪水対策にあてることもできるのではないか
と思います。とにかくきちんと管理しなければいけ
ません。どこがどのように地形改変されているかと
いう記録を残し、管理することが重要ではないかと
思われます。
　３番目が、高床式住宅化、床高のかさ上げです。こ
れは単純に「すればいい」となるかもしれませんが、じ
つはここにも問題があります。都市部では土地が小さ
く、高床式住宅にすると床面積が確保できないという
デメリットがあるわけです。
　もう一つ大きな問題は、床高のかさ上げについて政
府などの補助がないことです。昨年の洪水被害で、ア
ユッタヤーではすでに高床式住宅の床高をさらに上
げる「スーパー高床式住宅化」が進んでいます。そこで
は火事場泥棒のようなかたちで、「高床式住宅をスー
パー高床式住宅にする詐欺」などが起こっているので
す。高床式住宅を一度ジャッキ・アップして柱をとっ
てしまう。その時点では建設費の50％を受け取ってい
て、「ここまでできたから全額出しなさい」と言って、
お金をもらったら逃げてしまう。これは住民が自分た
ちでお金を全部出してしているわけです。このような
ところに政府の公的な補助などが入ることで、フォ
ローができるのではないかと考えています。
　また、高床式住宅の床高をさらに上げた場合に問題
になるのは、高齢者への対応です。床高２ｍから５ｍ
に変わると、階段をのぼるのがかなりたいへんにな
ります。やはり問題点をきちんと理解したうえで、政
府がある程度の補助をする。そのための財源確保とし
て、盛り土に対する「盛り土税」を設けるなどして、そ
の資金を入れることもできるのではないかと考えて
います。
